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令和７年度

施政施政
要旨要旨

　
厚
生
労
働
省
が
２
月
に
公
表
し
た
人
口

動
態
統
計
の
速
報
値
に
よ
れ
ば
、
令
和
６

年
の
外
国
人
を
含
め
た
出
生
数
は
、
前
年

比
５
・
０
％
減
の
７２
万
９
８
８
人
で
あ
り
、

９
年
連
続
で
最
少
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
令
和
６
年
度
の
出

生
見
込
み
数
は
１１
人
で
あ
り
、
子
育
て
支

援
の
拡
充
、
少
子
化
対
策
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
最
上
川
が
縦
貫
し
て

い
る
当
町
で
は
、
地
震
同
様
、
水
害
に
対

す
る
備
え
も
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
の
７
月
に
山
形
県
北
部
を
中
心
に
記
録

的
な
大
雨
に
よ
り
、
最
上
地
域
な
ど
で
は

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
異
常
気

象
が
続
く
昨
今
、
い
つ
令
和
２
年
の
よ
う

な
水
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
「
最
上
川
中
流
・

上
流
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
は
堤
防
整

備
等
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
国
と
連
携
し
て
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

納
税
対
策
事
業

○ 

令
和
５
年
度
か
ら
始
動
し
た
地
方
税
共
通

納
税
シ
ス
テ
ム
、
そ
の
他
ス
マ
ホ
収
納
等

は

じ

め

に

各
分
野
の
施
策
概
要

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
充
を

図
り
、
口
座
振
替
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
と
併

せ
納
税
環
境
の
向
上
に
努
め
、
さ
ら
に
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
申
告
の
推

進
等
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
事
業

○ 

最
上
川
中
流
・
上
流
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
移
転
者
支
援
の
一
環
と
し
て

「
定
住
促
進
事
業
助
成
金
」の
対
象
を
移
転

対
象
者
に
も
拡
大
し
、
町
内
へ
の
定
住
を

促
進
し
ま
す
。

〇 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有
償
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

活
用
し
、
安
全
で
的
確
な
除
雪
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
型
除

雪
機
購
入
補
助
制
度
も
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

〇 

空
き
家
の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
新
た
な

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
採
用
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

○ 

１
月
２７
日
に「
2
0
4
0
変
革
推
進
宣
言
」

を
行
い
、
国
の「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
今
後
も
地
方
自
治
体
が
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
具
体
化
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
難
し
く
な
る

「
2
0
4
0
年
問
題
」を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
・
福
祉
関
係
事
業

○ 

子
育
て
支
援
で
は
、
令
和
７
年
３
月
末
に

「
第
３
期
大
石
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
子
育
て
支
援

の
取
り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

統合小学校の建築工事に着手
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〇 

保
健
事
業
で
は
、令
和
７
年
３
月
末
に「
第

３
次
大
石
田
町
健
康
増
進
計
画 

健
康
お

お
い
し
だ
２１
」を
策
定
し
、「
健
康
寿
命
の

延
伸
」
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

○ 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、「
医
療
費

抑
制
対
策
」
と
し
て
、
疾
病
予
防
の
強
化

や
か
か
り
つ
け
医
の
定
着
、
疾
病
の
早
期

発
見
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇 

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
第
９
期

大
石
田
町
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、「
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
総

合
的
な
高
齢
者
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

農
林
業
振
興
事
業

〇 

少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
農
業
資
材

や
肥
料
の
価
格
高
騰
に
よ
っ
て
農
業
経
営

は
厳
し
い
状
況
で
す
。
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
ま
す
。

○ 

令
和
５
年
度
に
は
、
町
内
で
も
熊
に
よ
る

人
的
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

安
全
と
農
作
物
を
守
る
た
め
、「
狩
猟
者

確
保
対
策
事
業
補
助
金
」
を
拡
充
し
、
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○ 

森
林
は
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
令
和
７
年

度
か
ら
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し

た
森
林
整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
振
興
事
業

○ 

町
内
商
工
業
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
を

図
る
た
め
、
町
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
商
工
業
の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

○ 

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出

を
図
る
た
め
、
各
種
補
助
金
等
の
拡
充
を

行
い
、
新
た
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

中
小
企
業
者
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○ 

１７
年
目
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、「
お
お
い

し
だ
エ
ー
ル
券
発
行
事
業
」
は
令
和
６
年

度
補
正
予
算
で
対
応
し
、
令
和
７
年
３
月

か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に
前
倒
し
し
て
い

ま
す
。

観
光
物
産
振
興
事
業

○ 「
そ
ば
の
里
」と
し
て「
新
そ
ば
ま
つ
り
」を

は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、「
大

石
田
そ
ば
街
道
振
興
会
」
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇 「
大
石
田
ま
つ
り
最
上
川
花
火
大
会
」は
、

新
町
発
足
７０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
趣
向

を
凝
ら
し
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
保
全
事
業

○ 

町
衛
生
組
織
連
合
会
と
連
携
し
、
資
源
回

収
に
取
り
組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
お
お
い
し
だ
」

の
活
動
も
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○ 

猫
避
妊
手
術
や
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
新
た
な
制
度
を
設
け
、
生
活
環

境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
関
係
事
業

○ 

安
全
な
通
行
確
保
の
た
め
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
歩
道
や

街
路
樹
も
含
め
、
計
画
的
に
整
備
、
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○ 

道
路
除
雪
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
方

針
に
基
づ
き
、
町
民
、
地
域
、
町
の
三
者

が
、
歩
調
を
合
わ
せ
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○ 

鷹
巣
地
内
の
流
雪
溝
整
備
を
、
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
未
整
備
地
区
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
へ
の
働
き
か
け
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
上
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

○ 

町
で
は
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
た
め
、
代
替
地
登
録
制
度
や

宅
地
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

令
和
７
年
度
に
は
宅
地
整
備
を
追
加
し
て

行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
に
関
わ
る
周
辺

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
の
具
体
的
な
計
画
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

住
宅
イ
ン
フ
ラ
事
業

〇 

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に

見
直
し
た「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」に

基
づ
き
、
計
画
的
な
改
修
を
行
い
、
住
環

境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

○ 

災
害
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
見
直
し
や
資

機
材
の
運
用
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
・
減

災
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇 

準
中
型
免
許
取
得
支
援
や
機
能
別
消
防
団

の
確
保
を
行
い
、
若
年
層
の
加
入
促
進
と

組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

〇 

関
係
機
関
と
連
携
し
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る

タ
ク
シ
ー
券
交
付
事
業
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

〇 「
レ
イ
ン
ボ
ー
作
戦
」を
通
じ
て
、
防
犯
意

識
の
向
上
を
図
り
、「
元
気
な
あ
い
さ
つ

で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

教
育
文
化
振
興
事
業

○ 

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、

小
中
高
校
生
を
対
象
に
、
漢
字
検
定
、
数

学
検
定
、
英
語
検
定
の
受
験
料
を
、
そ
れ

ぞ
れ
１
回
分
、助
成
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

○ 

令
和
７
年
度
か
ら
統
合
小
学
校
の
建
築
工

事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇 

部
活
動
の
地
域
移
行
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
土
・
日
曜
日
の
部
活
動
の
地
域
転
開

を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
望
む
活
動
の

場
を
提
供
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○ 

町
外
の
小
中
学
校
に
登
校
す
る
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
も
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

実
施
し
、
保
護
者
の
経
済
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

○ 

町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
・
１
芸
術
を
継
続

し
た
柱
と
し
て
、
多
様
で
価
値
の
高
い
学

び
の
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○ 

地
域
学
校
協
働
本
部
を
中
心
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

〇 

駒
籠
楯
跡
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
今
後
町
や

県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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　今年度の予算編成においては、地域・町民・行政が力を合わせ『子どもたちの笑顔あふれ
る未来づくり』を実現するため、行財政改革に取り組むとともに、ふるさと納税事業の推進
や新しい技術を用いた取り組みにもチャレンジし、財源確保に努め、事業の取捨選択、経常
的経費の節減を図りながら、社会保障の充実や総合的な雪対策の強化、行政のデジタル化や
町独自の地方創生事業の推進など、行政サービスの更なる充実のために、諸改革を遂行して
いくこととしています。

一般会計歳入
71億円

町　税町　税
５億2,349万円５億2,349万円
（7.37％）（7.37％）

地方交付税地方交付税
22億５００万円22億５００万円
（31.０6％）（31.０6％）

国・県支出金国・県支出金
11億3,993万円11億3,993万円
（16.０6％）（16.０6％）

繰入金繰入金
9億6,713万円9億6,713万円
（13.62％）（13.62％）

町　債町　債
16億2,61０万円16億2,61０万円
（22.9％）（22.9％）

その他収入その他収入
6億3,83５万円6億3,83５万円
（8.99％）（8.99％）

歳入

　一般会計予算額

歳入における前年との比較

区　分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額

町　税 1，510万円 （3．0％）
５億 839万円

地　方
交付税

0円 （0．0％）
２２億 500万円

国・県
支出金

３億 8，715万円 （51．4％）
７億 5，２78万円

繰入金 1億 8，906万円 （２4．3％）
７億 7，807万円

町　債 1２億 9，930万円 （397．6％）
３億 ２，680万円

その他
収　入

２，939万円 （4．8％）
６億 896万円

一般会計当初予算

令和７年度当初予算概要令和７年度当初予算概要

71億円
特別会計当初予算

17億 7,120万円

（前年度比 +19億2，０００万円、＋37.1％）

（前年度比 ▲9，2００万円、▲４.9％）

次世代に虹をかける
「子どもたちの笑顔あふれる未来づくり」へ

公営企業会計当初予算

1億 ３,675万円
（前年度比 ▲1，39４万円、▲9.3％）※歳出ベース
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一 般 会 計： 福祉・医療、教育、道路整備などの基礎的な行政サービスを行っていくための会計です。行政の主な事業はこの
予算によってまかなわれています。

特 別 会 計： 特定の事業を特定の収入でまかなう会計のことで、収支を明確にするために、一般会計から独立したものとなっ
ています。大石田町では3つの特別会計があります。

公営企業会計： 事業収入を主な財源として、独立採算の原則により特定の事業を経理する会計です。簡易水道事業会計と農業集
落排水事業会計はこれに該当します。

地方交付税： 全国どの自治体でも一定の行政サービスが提供できるように、国が財政状況に応じて配分するお金。
国・県支出金： 国や県が使い道を決めて支出する補助金、交付金や負担金などのこと。
繰　入　金：積み立てていた基金などから予算に繰り入れるお金。
町　　　債：町が銀行などから借りるお金。
その他収入：町の土地などを利用したときの使用料のほか、諸収入や寄付金など。
公　債　費： 過去に町が借りたお金（町債）を返すための費用。一般会計歳出の円グラフ「借金の返済に」の項目。

用　語　解　説

歳出

各会計の当初予算
区　分 予算額 増減率

一　般　会　計 ７１ 億円 3７.１％

特
別
会
計

国民健康保険 ７ 億 4，5００ 万円 ▲ 4.０％

介護保険 ９ 億円 ▲ 6.９％

後期高齢者医療 １ 億 ２，6２０ 万円 4.8％

公
営
企
業
会
計

簡易水道事業 １，5００ 万円 ２０.０%

農業集落排水事業 １ 億 ２，１７5 万円 ▲ １１.９％

計 90 億 795 万円 ２5．２％

歳出における前年との比較
区　分 上段：増減額（増減率）

下段：前年度予算額

議会の運営に ▲ 487 万円（▲ 6．5％）
7，458 万円

行政の運営に 1２，694 万円（10．２％）
1２ 億 4，86２ 万円

福祉に 8，19２ 万円（7．２％）
11 億 4，２86 万円

健康づくり・
きれいな町に

1，383 万円（3．4％）
4億 776 万円

農林業の
振興に

1，87２ 万円（7．7％）
２億 4，377 万円

商工業の
振興に

▲ 467 万円（▲ 9．4％）
4，988 万円

道路・住宅・
除雪に

59，367 万円（1２２．1％）
4億 8，606 万円

安全な町に ▲ 3，789 万円 （▲ 1２．3％ ）
3 億 857 万円

学校・生涯学習・
スポーツに

11 億 ２，9２6 万円 （２00．7％ ）
5 億 6，２55 万円

借金の返済に 189 万円（0．3％ ）
6 億 3，7２3 万円

その他 1２0 万円 （6．6％ ）
1，81２ 万円

性質別にみる一般会計の歳出
人件費：職員の給与など
　１０ 億 8,88１ 万円（前年比 3．6％）
扶助費：障がい者支援や医療費助成など
　５億 6,585 万円（前年比 6．4％）
公債費：過去の借入金の返済にかかる費用
　６億 3,9１2 万円（前年比 ０.3％）　　
行政運営費：事業実施の事務経費や施設管理費用など
　22 億 6,5０4 万円（前年比 8.4％）　　
施設等整備費：施設や道路などの整備にかかる費用
　2０ 億 6,295 万円（前年比 3９９.5％）　　
繰出金：一般会計から特別会計等に支出する費用
　４億 7,823 万円（前年比 4.７％）

一般会計歳出
71億円

議会の運営に議会の運営に
6,971万円（1.０％）6,971万円（1.０％）

行政の運営に行政の運営に
13億7,５５6万円13億7,５５6万円
（19.4％）（19.4％）

福祉に福祉に
12億2,478万円12億2,478万円
（17.3％）（17.3％）

農林業の振興に農林業の振興に
2億6,249万円（3.7％）2億6,249万円（3.7％）

商工業の振興に商工業の振興に
4,５21万円（０.6％）4,５21万円（０.6％）

道路・住宅・除雪に道路・住宅・除雪に
1０億7,973万円1０億7,973万円
（1５.2％）（1５.2％）

安全な町に安全な町に
2億7,０68万円2億7,０68万円
（3.8％）（3.8％）

学校・生涯学習学校・生涯学習
・スポーツに・スポーツに
16億9,181万円16億9,181万円
（23.8％）（23.8％）

借金の返済に借金の返済に
6億3,912万円6億3,912万円
（9.０％）（9.０％）

その他その他
1,932万円（０.3％）1,932万円（０.3％）

健康づくり・きれいな町に健康づくり・きれいな町に
4億2,1５9万円（５.9％）4億2,1５9万円（５.9％）

※公営企業会計は歳出ベース
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令和７年度一般会計
　令和７年度一般会計予算の
主な使いみちを紹介します。

（単位：千円）

議会の運営に（議会費）

議員行政調査 議員の政策判断能力向上を目的とする先進地研修を実施 1，２01

議会活性化事業 模擬議会、少年議会、モニター制度を行うための費用 169

行政の運営・まちづくりに（総務費）

新規 新町発足 70 周年記念事業 新町発足 70 周年を記念し、式典や各種事業を実施 ２，991

新規 財産管理費 旧横山保育園解体工事など 91，1２0

新規 人口ビジョン及び総合戦略改訂事業 令和8～５年間の総合戦略見直しに係る業務委託 5，500

ふるさと応援基金事業 ふるさと納税に係る事務費と基金 478，517

地域おこし協力隊インターン事業 インターン事業の業務委託に係る費用 4，91２

地域おこし協力隊隊員サポート事業 空き家利活用事業支援業務委託など 550

Ai ナビやまがた登録推進事業 県婚活マッチングシステム登録料助成（@1万円） 100

空き家対策事業費 不良住宅の除却や空き家バンク活用促進に関する
補助金など 1，8２5

デジタル変革推進費 町のＤＸを推進する上で、専門的知見から補佐する外
部人材を登用し、事業全体の推進を図る 5，67２

福祉に（民生費）

新規 高齢者世帯等エアコン購入費助成事業 高齢者 ･生活保護世帯に設置費用の一部を助成
（上限５万円の助成金） 500

暖房費助成事業 65 歳以上対象 1，500

知的障がい者自立支援給付事業 知的障がい者への介護費用の給付金など 1２7，549

精神障がい者自立支援給付事業 精神障がい者への介護費用の給付金など ２4，468

一人暮らし高齢者等除雪費助成金支給事業 一人暮らしの高齢者世帯への除雪費助成金

在宅保育支援助成金支給事業 在宅保育支援助成金の支給のための費用 5，450

児童手当支給事業 児童手当支給のための費用 1，560

保育料完全無償化事業 令和６年度から保育料の完全無償化を実施 106，809

予算の主な使いみち
－Key uses of our budget－
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農林業・商工業の振興に（農林業水産事業費＋商工費）
鳥獣被害対策協議会運営費 新規狩猟免許取得等支援事業費補助金など ２，644

新規就農者育成総合対策事業 次世代を担う農業者になる意欲のある方に
経営開始資金や農業用機械の購入費を支援 1，500

多面的機能支払交付金事業 農業の多面的機能維持・発揮のための活動を支援 57，180

資格取得支援事業助成金 就職や仕事に役立つ資格取得のための取得に要する経費
を助成する。 450

新事業チャレンジ支援助成事業 新製品開発や新分野への進出に取り組む中小事業者等の
新事業へのチャレンジに対する助成金 3，000

学校・生涯学習・スポーツに（教育費）
新規 学力向上支援事業助成金 小学生～高校生までの検定試験受験料を助成 5２２

新規 学校給食費支援事業補助金 町外へ通学している児童生徒の給食費を支援 ２64

教育振興費（小・中学校） 小中学校の備品購入や1人1台端末の更新など 57，7２２

小学校施設整備事業 統合小学校整備事業、工事管理、廃校利用活用検討に
関する費用など 1，146，04２

新規 部活動地域移行コーディネーター
配置事業

部活動の地域移行に向け、コーディネーターを配置する
ための費用 9２6

学校給食事業費 令和６年度から学校給食の完全無償化を実施 88，165

生涯学習自主企画事業 生涯学習自主企画運営に関する費用 4，794

新規 芸術文化振興事業費 地域の重要プロジェクトの現場における責任者として地
域プロジェクトマネージャーを配置 5，463

健康づくり・きれいな町に（衛生費）
拡充 予防接種事業費 予防種のための費用

（帯状疱疹などの定期予防接種も拡充） 17，766

新規 母子保健事業 新たに妊婦検診通院交通費を助成 5，054

出産・子育て応援事業 妊婦支援給付金に関する費用など 1，9２5

新規 猫不妊去勢手術費補助金 上限：メス1万円、オス５千円 150

尾花沢市大石田町環境衛生事業組合負担金 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合への負担金 ２49，14２

健康増進事業費（がん検診事業） 各種がん検診に関する費用など 13，640

道路・住宅・除雪に（土木費）
道路除雪費 町道等の除排雪や流雪溝の維持管理費用 1２5，413
除雪機械車庫整備事業 （主）大石田畑線道路改良事業に伴う移転 388，136

最上川流域治水対策関連事業 横山地内宅地造成事業、かわまちづくり協議会などに
関する費用 88，418

拡充 住宅リフォーム支援事業 住宅リフォームに対する補助金
（減災対策の耐震診断等の事業を追加） 16，750

安全な町に（消防費）
新規 非常備消防費 普通免許では運転できないポンプ車の準中型免許等の

取得を支援 33，151

新規 消防団活動用車両車載カメラ設置事業 ドライブレコーダーの取付に関する費用 468

新規 消防団用無線機バッテリー購入事業 双方向の送受信が可能となるようにバッテリーの購入を
行う 1，479

新規 消防設備整備事業負担金 通信システム第三世代化、救急情報共有システム等に
関する費用 71，837
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　２月１６日（日）に生涯学習自主企画事業「みんなでモッシェ
おーいしだ盛り上げコンサート2０25」が虹のプラザ「なない
ろホール」で開催されました。今年は、白崎映美さん、小
柴大造さん、若草 恵さんのほか、ゲストとして、朝倉さ
やさん、辛島美登里さん、工藤綾乃さん、佐藤善人さんが
コンサートを大いに盛り上げてくださいました。また、町
内からも大石田中学校吹奏楽部による演奏や大石田南小学
校５年生の児童たちによる大黒舞などが披露されました。

自主企画事業
みんなでモッシェおーいしだ
盛り上げコンサート2025
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全力で守る

町の安心と安全
　３月２日（日）に大石田町消防団出初式が本町町営駐車場ほかで行
われ、分列行進では、団員1４６名、車両17台が堂々と行進を行いま
した。その後、本町地内にて迫力満点の一斉放水が行われました。

大石田町消防団出初式

　災害時において町民の生命、身体及び財産の保護並びに被害の軽減に寄与するため、
知識や技能等を活かして、災害現場で不足する消防力を補完するため募集します。
◆募集人員／20名
◆応募資格／・消防団員の経験を有する者または必要とされる知識及び技術を有する者
　　　　　　・大石田町に居住し、または勤務する者
　　　　　　・年齢が75歳未満の者
◆活動開始日／5月1日から
◆活動任務／・所属する分団の区域内の火災時における消火活動及び支援活動
　　　　　　・その他消防団長が必要と認める活動
◆被服貸与／法被及びヘルメット
◆処　　遇／・年額報酬 6,000円（福祉共済1,500円が差し引かれます。）
　　　　　　・災害出動報酬日額8,000円
　　　　　　・5年以上の在職で退職金支給
◆募集期間／4月25日（金）まで
◆申込方法／申込書に必要事項を記入の上、下記に提出してください。
　　　　　　申込書は、下記窓口及び町HPからダウンロードできます。
■大石田町消防団事務局 まちづくり推進課 生活安全グループ
　☎(35)2111(内線225)

機能別消防団員を募集します。
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あたたかい福祉のまちづくり
いきいき大石田福祉のつどい

交通安全の約束わすれないでね
か も し かクラブ修了式

琴の魅力を授業で発見
南小児童が和琴を体験

ニュース玉手箱

か もしかクラブ修了式が２月２6日（水）に虹の
プラザ「なないろホール」で行われました。

　今年度のかもしかクラブでは、道路を安全に渡
るための「ストップのお約束」や、ダミー人形の「と
びたくん」を使った車との衝突実験などを行い、
園児たちは、たくさんの交通ルールやシートベル
ト着用の大切さなどを学びました。
　園児たちは、大きく返事をしながら、修了証を
受けとっていました。
　今後も交通安全のお約束をしっかり守って、交
通安全に気をつけましょう。

い きいき大石田福祉のつどいが２月２３日（日）に虹のプ
ラザ「なないろホール」で行われました。

　開会行事では社会福祉活動に尽力された方々への町社会
福祉協議会会長表彰が行われ老人クラブなどの団体や個人
などが表彰を受けました。
　その後「いきいき発表会」が行われ、大正琴や合唱、ダン
スに民謡など、さまざまな芸術団体や福祉ボランティアい
こいの会などが趣向を凝らした出し物を次々と披露し、会
場を盛り上げていました。
　また、虹のプラザでは、手芸作品や絵画、竹細工などの
作品のほか、健康推進員による活動報告や保健師による健
康相談などの健康体験コーナーが設けられました。また、
食生活改善推進員連絡協議会による家庭備蓄品の試食会な
どが行われ、多くの人で会場は賑わっていました。

和 琴の出前学習が、２月７日（金）に南小で行
われ、５年生児童７人が参加しました。

　これは、「琴音サークル」（永登節子代表）の協力
で行われたものです。
　この日は、「さくらさくら」を演奏し、教室内に
は琴の華やかな音色が響き渡っていました。授業
の最後には児童が琴の演奏に挑戦しました。児童
は、初めて触れる琴に苦戦しながらも、楽しそう
に演奏していました。
　齋藤結月さんは、「琴の音がきれいだと思った。
やってみると楽しかったですが、弦を弾くのが難
しかった」と話していました。
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正 し い 食 事 を 考 え る
基礎から学べる！栄養教室

目 か ら う ろ こ の
野菜づくりのコツ学ぶ

おはなしと音楽で育む心
親 と 子 の つ ど い

ニュース玉手箱

春 から始められる野菜づくりのコツのコツ講
座が２月２１日（金）に虹のプラザ「中会議室」

で行われました。
　講師には、町立図書館にも置かれている月刊誌
「現代農業」を発行している一般社団法人農山漁村
文化協会東北支部櫻井歓太郎さんをお迎えし、参
加者はトマトやジャガイモの失敗しにくい植え方
など野菜づくりのコツを学んでいました。
　最後に行われた質疑応答では、参加者は、具体
的な土の作り方など自分自身の悩みを相談してい
ました。

自 分の食事を考える基礎から学べる！栄養教
室が、１月３0日（木）と２月１３日（木）の２日

間虹のプラザ「調理室」で行われました。１回目の
講座は、カロリー計算と食事バランスの整え方に
ついて考える座学が行われ、２回目の講座は、グ
ループに分かれ豆腐入りハンバーグやほうれん草
としめじの磯和えなどバランスの良い食事を実際
に調理しました。
　参加した、小関栄子さんは「栄養を考えて自分
の食生活を見直すきっかけとして参加しました。
これからは食事に気を付けてみたいと思います。」
と話していました。

親 子が一緒に楽しむ親と子のつどいが２
月２6日（水）に虹のプラザ「なないろ

ホール」で開催されました。
　これは、小学校入学前に子どもや親同士が
交流を深めるため、毎年行われているもので、
３３組の親子66人が集まり、大型紙芝居や音楽
を使ったゲームを楽しんだり、人形劇を鑑賞
したりしました。
　このうち、音楽や歌のリズムにあわせて親
子で手を合わせるゲームでは、子どもたちの
賑やかな笑い声が会場に響いていました。参
加した保護者は「親子で一緒に楽しむことが
きて、とても良いイベントだと思います。」な
どと話していました。
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災害時の絆
災害協定で守る命と未来

　
町
で
は
、
２
月
２８
日（
金
）に
山
形
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
と
の
災
害
時
に
お

け
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
で
地
震
、
風
水
害
や

そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

町
が
実
施
す
る
被
災
者
支
援
の
う
ち
、

土
地
や
家
に
関
す
る
不
動
産
の
表
示
、

家
の
登
記
や
土
地
の
筆
界
な
ど
に
関
す

る
手
続
き
の
相
談
を
無
償
で
支
援
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

pickup!

①
山
形
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と

　災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結

締結した災害協定を
紹介します

　
町
で
は
、
３
月
３
日（
月
）に
大
石
田

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
時
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

必
要
が
生
じ
た
際
に
、
円
滑
な
運
営
と

な
る
よ
う
役
割
や
協
力
事
項
に
つ
い
て

協
定
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

②
大
石
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

　運
営
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
町
で
は
、
２
月
１０
日（
月
）に
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
必
要
な

物
資
が
不
足
す
る
場
合
、
優
先
的
に
飲

料
水
や
日
用
品
な
ど
の
物
資
を
供
給
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

③
N
P
O
法
人
コ
メ
リ
災
害
セ
ン
タ
ー

　と
物
資
の
供
給
に

　関
す
る
協
定
を
締
結

▲山形県土地家屋調査士会との協定締結式の様子

『
言
葉
を
超
え
た
出
会
い
』

『
言
葉
を
超
え
た
出
会
い
』

1５vol.

町
長
コ
ラ
ム

「
次
世
代
へ
虹
を
か
け
る
」

「
次
世
代
へ
虹
を
か
け
る
」

　
こ
ん
に
ち
は
！
３
月
は
様
々
な
こ

と
が
重
な
っ
て
、
何
か
と
お
忙
し
い

時
期
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム

を
読
ん
で
一
息
つ
い
て
い
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
以
前
、
友
人
と
浅
草
に
行
っ
た
時

の
話
で
す
。
ふ
ら
っ
と
寿
司
屋
に

入
っ
た
ら
、
お
客
は
僕
ら
以
外
ま
さ

か
の
外
国
人
１4
名
の
団
体
。
店
内
は

陽
気
で
楽
し
そ
う
な
皆
さ
ん
で
賑
や

か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
私
の
隣
に

座
っ
て
い
た
青
い
サ
ッ
カ
ー
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
た
お
じ
さ
ん
（
以
下

青
い
お
じ
さ
ん
）に「
ど
こ
か
ら
来
た

の
？
」と
聞
い
た
ら「
メ
キ
シ
コ
だ
よ
。

君
は
英
語
喋
れ
る
の
か
？
」
と
逆
に

英
語
で
聞
か
れ
た
の
で
、「a very 

little !

（
ほ
ん
の
少
し
だ
け

ね
！
）」
っ
て
答
え
る
と
、
奥
の
方

に
座
っ
て
い
た
ベ
ス
ト
を
着
た
お
じ

さ
ん
が
、隣
の
青
い
お
じ
さ
ん
に「
お

前
英
語
で
彼
に
質
問
し
て
る
の
か
？

お
前
英
語
話
せ
な
い
だ
ろ(

笑)

お
前
こ
そ
ほ
ん
の
少
し
だ（
大
笑)

」と

茶
化
さ
れ
て
ま
し
た
。（
ス
ペ
イ
ン

語
な
の
で
私
の
訳
も
な
ん
と
な
く
聞

き
取
っ
た
雰
囲
気
で)

　
そ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
お
互
い
英
語

が
通
じ
な
い
の
で
、
日
本
語
と
ス
ペ

イ
ン
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
す
が
会

話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
最
後
、
会
計
時
「
寿
司
屋
は
チ
ッ

プ
は
い
る
の
か
？
」
と
聞
か
れ
た
の

で
「
い
ら
な
い
け
ど
、
食
べ
終
わ
っ

た
ら『
ご
ち
そ
う
さ
ま
』と
言
う
ん
だ

よ
。」
っ
て
教
え
て
あ
げ
た
ら
、
皆

で「
ご
ち
・
そ
う
・
さ
ま
」と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
ひ
と

時
で
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え

て
い
る
大
石
田
町
、
言
語
が
分
か
ら

な
く
て
も
、
心
が
通
じ
合
っ
て
も
ら

え
る
出
会
い
が
増
え
る
と
イ
イ
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
石
田
町
長
　
庄
司
　
中
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今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？
『集中講義 太平記｢歴史の方程式｣を学べ』

（安田 登∥ 著　NHK出版）
　後醍醐天皇、足利尊氏、楠木正成-。
時代の傑物たちは覇権を取るために、
どう行動したのか。日本最大の軍記物
語「太平記」を、初学者でも理解できる
よう平易に解説する。NHK・Eテレ番
組テキストに加筆。

『私の馬』
（川村 元気∥ 著　新潮社）

　造船所で事務員として働く優子は、馬
運車から逃げ出した元競走馬・ストラー
ダと運命的な出会いを果たし、心を通わ
せる。ストラーダの復活のため、優子は
組合の金に手をつけ始め、帳簿を改ざん
し…。『新潮』掲載を書籍化。

『北風のわすれたハンカチ』
（安房 直子∥ 文、eto∥ 絵　あすなろ書房）
　「どなたか音楽をおしえてください。
お礼はたくさんします」という張り紙の
ある熊の家にやってきたのは、青い馬に
のった青い人。音楽を教えてくれるのか
と思ったが…。熊と、青い色をした北風
の家族との不思議な交流を描く。

『四角い空のむこうへ』
（由美村 嬉 ∥々文､ 羽尻 利門∥絵　晶文社）
　生まれつきの筋肉の病気で、人工呼
吸器と車いすの生活を送っている中学
2年生のあきら。ハンディキャップが
あっても、いつか仕事につき、母親を
楽にしたいと願う彼は、気象予報士に
ひそかなあこがれを抱いていて…。

新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

※書影は｢版元ドットコム｣または各出版社の規定する方法から、紹介文は｢TRC MARC｣より引用しています。すべて町立図書館蔵書。

まちとしょまちとしょ
〜大石田町立図書館　information〜

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休館日　毎週木曜日(祝日の場合翌日)　《４月の休館日》3日㈭、10日㈭、17日㈭、24日㈭、2５日㈮

Web OPAC
PC・スマホ版

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆ 大石田町立図書館蔵書検索システム（WebOPAC）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。

利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。
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希
望
へ
て
卒
業
の
孫
い
と
お
し
く

せ
せ
ら
ぎ
や
私
選
三
月
五
線
譜
に

春
愁
を
リ
ス
横
切
つ
て
行
き
に
け
り

ゴ
ム
長
を
靴
に
履
替
へ
春
の
旅

窓
に
置
く
水
仙
の
芽
の
ス
ッ
と
伸
び

無
住
寺
の
境
内
埋
め
る
雪
の
山

温
泉
に
入
っ
て
い
る
間
に
積
も
る
雪

職
人
技
光
た
ゝ
ふ
る
わ
ら
び
餅

畳
の
目
し
っ
か
り
見
つ
め
て
お
よ
ぐ
乳ま

ご児

冬
空
を
一
人
眺
め
て
一
人
酒

青
　
木
　
宙
　
翁

青
　
木
　
ミ
サ
女

糸
　
尾
　
　
　
樫

柏
　
倉
　
ヤ
ス
子

伊
　
藤
　
千
　
代

木
　
村
　
満
喜
子

茂

星
　
川
　
紀
一
郎

山
　
奥
　
Ｇ
　
Ｇ

佐
　
藤
　
一
　
郎

い
か
さ
れ
て
生
き
て
米
寿
を
迎
へ
た
り
感
謝
と
祈
り
居
寝
べ
き
時
を
越
え
て
も

雪
下
ろ
し
三や

よ
ひ月

に
や
う
や
く
頼
め
た
り
そ
の
夜
は
久
に
安
眠
な
せ
り

蕎
麦
を
啜
る
窓
の
向
こ
う
の
蕎
麦
の
花
と
子
供
の
頃
の
愁
い
揺
ら
め
く

如
月
に
ひ
な
人
形
を
飾
る
時
一
年
ぶ
り
の
挨
拶
を
す
る

は
ん
な
り
と
桜
の
襲か
さ
ねな
り
た
て
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
折
る
紙
の
雛

こ
こ
数
年
雛
を
飾
ら
ず
過
ご
し
き
て
嫁
ぎ
し
娘
の
年
を
数
え
る

亡
き
妻
が
丹
精
込
め
し
傘
福
を
雛
会
の
日
に
は
仏
間
へ
飾
ら
む

門
出
す
る
若
者
た
ち
の
行
き
交
ひ
て
花
も
咲
く
な
む
春
の
駅
舎
よ

一
尺
の
雪
降
り
く
れ
ば
ひ
ね
も
す
を
除
雪
に
暮
る
る
ま
だ
寒
の
入
り

熊
　
谷
　
ヨ
エ
子

冨
　
樫
　
榮
太
郎

小
　
玉
　
春
　
歌

鈴
　
木
　
智
恵
美

小
　
関
　
祐
　
子

鈴
　
木
　
隆
　
行

伊
　
藤
　
哲
　
夫

彼
　
方
　
　
　
信

海
　
藤
　
忠
　
男

※
原
文
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　小さなころから、その土地で生み出される文化。
　芸術を楽しみ自ら実践していくことが、 「自分達のまち」を有機的に残していく唯一の方法な
のではないでしょうか。と前回のコラムでは書かせていただきました、地域おこし協力隊の大
橋武司です。
　任期も残り僅かとなりこのコラムも最後になるかと思います。改めてこの3年間の活動を振
り返ると自身の生活も大石田の文化も様々なことが、変化したのではないかと思います。大石
田AIRで取り扱った新たな町の時報も皆さん聞き馴染んできたのではないでしょうか？
　少し暖かくなりましたので、6時になったら窓をあけてヴァイオリンのメロディに耳を傾け
てはいかがでしょう。引き続き赤ちゃんから大人まで楽しめる新しくも懐かしい大石田の文化
芸術をお楽しみに！
　そのほか大阪万博出演を控えていますダンスクラブエアでも新たな生徒を募集しています。
対象は北村山地区の小学高学年から高校生まで。体験見学無料ですので、oishidaair@gmail.
comまでご連絡ください。引き続き赤ちゃんから大人まで楽しめる新しくも懐かしい大石田
の文化芸術をお楽しみに！

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム

あなたのあなたの

文芸欄文芸欄
俳

　句

短

　歌
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日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時4月

日 当番医院名 電　話

6日（日） 伊 藤 ク リ ニ ッ ク （23）3350

13日（日） 後 藤 医 院 （35）2034

20日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク （35）2021

27日（日） 加 藤 ク リ ニ ッ ク （22）9877

29日（火） さかえクリニック （53）8181

家族の健康管理に気をつけて

1,7291,729
（3月12日現在）

※（　）は前年比

（令和7年１月１日～3月12日）
大石田町の交通事故発生状況

●発生件数　１件　　（＋１件）
●負傷者数　１人　　（＋１人）
●死亡者数　０人　　（±０人） 毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

※ 都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

日目日目死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ

水明苑でそば振る舞い水明苑でそば振る舞い 大石田南小学校が自然薯の大石田南小学校が自然薯の
収益金を町立図書館に寄附収益金を町立図書館に寄附

　大石田南小学校の6年生が大石田町新作物
開発研究会の協力を得て栽培した自然薯の販
売収益金を大石田町立図書館に寄附しました。
　これは、児童たちが自然薯の収益金で地域
の方に本に親しんでもらいたいという思いか
ら行われたものです。
　寄附いただいた収益金は、今後本の購入に
使用されます。大変ありがとうございました。

　大石田そば街道振興会による打ちたて茹でた
てのそばの振る舞いが２月２６日（水）に水明苑で
行われました。
　当日は、実際に利用者の方が和気あいあいと
そばを打っていました。
　同会会長は、「おいしそうに食べている姿を
見て嬉しくなりました。」と話していました。

４月の主な行事予定
日 行　事　予　定
2㈬ 大石田保育園入園式/午前１0時/大石田保育園

3㈭ ふたば保育園・ふたば横山保育園入園式/午前１0時/各保育園

7㈪
母子健康手帳交付・健康相談/午後１時３0分/役場「相談室」
町内小学校入学式/午前１0時/各小学校
大石田中学校入学式/午後１時３0分/大石田中学校

9㈬ 心配ごと相談/午後１時３0分～午後4時/社会福祉協議会

１5㈫ 狂犬病予防接種（田沢・横山・豊田・海谷･役場）

２１㈪ 母子健康手帳交付・健康相談/午後１時３0分/役場「相談室」

今月のポイント

「春の交通安全県民運動」が始まります。
期間：４月６日～１5日の１０日間
春は交通事故が多くなってきます。
スピードを控え、安全運転をしましょう。
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※この人数は外国人も含めたものです。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：０2３7-４８-８４４４

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

大石田町公式アカウント開設

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡３５-２１１１（内線２１８）

防災情報や各種行政情報を
受け取ることができます。

町の人口 令和7年3月１日現在

世帯数 2,210戸 （－7）

総人口 5,940人 （－22）

男 2,961人 （－12）

女 2,979人 （－10）

（2月中の異動）
出生　0人 転入　0人
死亡　16人 転出　6人

　資料館では「大石田雛人形展」を開催中ですが、今回は一つ一つ
の雛人形を取り上げるのではなく、「大石田の雛人形『群』」として
考えてみたいと思います。
　現在資料館の展示室には、江戸中期の「元禄雛」をはじめ、複数
の「享保雛」、そして江戸後期の「古今雛」、さらに明治・大正期の
雛人形が一堂に会しています。ご存じの通り享保雛は古今雛より
も古い様式の雛人形ですが、この享保雛の中にも、肘を張って堂々
とした姿勢の享保雛から、なで肩で袖を垂らす柔和な表現の享保
雛まで、好み・流行の変遷を物語るものが揃っています。古今雛
でも、玉眼が嵌められた関東式の古今雛やまぶたを彫り込む関西
式の古今雛、さらには関西式でも玉眼が嵌められるようになった
頃の古今雛など、ここにも時代の流れを窺わせる要素が見て取れ

おおいしだものがたりおおいしだものがたり別冊
〜資料館資料編〜〜資料館資料編〜 ■ 「大石田雛人形展」より

ます。また明治以降の古今雛でも、化学染料が使われた色鮮やかで若々しい人形があるかと思え
ば、根強く天然染料で染めた衣装を纏う復古的な人形もあります。この豊富なバリエーションは
大石田の雛人形それぞれが各地・各時代に顕著な様式を示していることに由来します。
　昨年のこの小欄では、昭和中期でさえ雛人形を飾って節句を祝う風習は全国的に３割程度だっ
たことを紹介しました。これが江戸時代の、さらに文化の先進地である江戸や京都から遠く離れ
た地方においては、より低い割合ではなかったかと思われます。しかし上記のように雛人形群と
して俯瞰してみると、大石田には上方や江戸から途切れることなく雛人形が流入していたことが
わかります。なぜこのように、地方において決して文化的なメインストリームとはいえなかった
であろう雛人形を継続的に受け入れてきたのでしょうか。それはきっとこの地にとって雛人形や
「お雛見」が特別な意味を持っていたからだと考えられます。特に雪深い大石田においては、月遅
れの4月３日に雛人形を飾って人を招くことが、長い冬の終わりと遅い春の訪れを告げる重要な
儀式であり、節目を区切るハレの日としての機能を果たしていたのでしょう。そのためにかつて
商家では雛人形を買い求め、お雛見の風習と共に代々大切に受け継がれた結果、200年以上経過
した今日でも十分鑑賞に堪える人形たちが「群」として大石田に残されているのです。（大石田町
立歴史民俗資料館　大谷　俊継）

日本遺産「山寺と紅花」関連企画展「大石田雛人形展」は4月３日（木）まで
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